
��
��������

注 意事項設 置上の注意点

種 類

設 置場所

　消防法及び仁淀消防組合火災予防条例の一部が
改正され、すべての一般住宅にも『住宅用火災警
報器』の設置が義務付けられました。

○新築住宅…平成18年６月１日から設置が義務付
けられました。

○既存住宅…５月31日までに設置が必要です。

※階段に必要な場合
就寝に使用する部屋がある階の階段の踊り場の天井、又は壁面に設置します。（ただし、
避難階（１階など容易に避難できる階）は除きます。）

■天井の場合
通常の壁面からの取付位置
火災警報器の中心を壁から60㎝以上離しま
す。
梁などがある場合の取付位置
火災警報器の中心を梁から60㎝以上離しま
す。
エアコンなどの吹き出し口付近の取付位置
換気扇やエアコンの吹き出し口から1.5ｍ以
上離します。

■壁面の場合
天井から15～50㎝以内に火災警報器の中
心がくるように取り付けます。

※自主的に設置する場合
仁淀消防組合火災予防条例には火気使用場所等への設置義務はありませんが、熱式の機
器を設置しておくとより安心です。

※寝室の数に応じて設置が必要
就寝に使用する部屋に設置します。（普段就寝している部屋のことで、来客が就寝するよ
うな部屋は除きます。）

あなたの家には住宅用火災警報器は設置されていますか！？あなたの家には住宅用火災警報器は設置されていますか！？あなたの家には住宅用火災警報器は設置されていますか！？

1.寝　　室

2.階　　段

3.キッチン

検定
協会

日本消防

※購入するときは、日
本消防検定協会の鑑
定に合格した「ＮＳ
マーク」のあるものが
安心です。

○電池交換が必要なものは、電
池切れの警報が出た場合に交
換する必要があります。
○住宅用火災警報器の交換期限
がきたら交換してください。
　（自動試験機能が付加されて
いる機器を除きます。）
○自動火災報知設備又はスプリ
ンクラー設備等が設置されて
いる場合は、住宅用火災警報
器等の設置は必要ありませ
ん。

　住宅用火災警報器等には大きく分けて天井に取り付けるものと壁に取り付けるものの２種類がありま
す。さらに、どちらも家庭用電源（100Ｖ）式と乾電池式の２つの方式があります。

問い合わせ　　仁淀消防署　　参 ８９３－３２２１
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